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ることの保証 と ，コマーシャル 農場については ， 別 JAS の考え方にも 合 う ものと思われるし 他の 

生産実績の数値をも 指数 ィヒ して評価することとな 特別 JAS として取り扱う 農産物と比較して 劣るも 

る。 Spw 状態のチェックは 安全・安心の 保証であ のではないと 思、 ぅ 。 

り ，生産実績の 指数化は低コスト 豚肉供給の技術 今後， spp 豚 認定農場から 生産された豚肉が 特 

水準を示す。 健康で健全に 育った豚肉は ，新鮮さ， 別 JAs として認められ ，広く消費者の 信頼が得ら 
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れ ，安全でおいしい 豚肉として消費が 拡大するこ 

とを期待する。 更に， SPF 豚に よ る養豚の生産，性 

の向上が，厳しい 養豚経営に明るさを 取りもどす 

原動力となることも 願 う ものであ る。 

しかし消費者の 一層の信頼を 得るためには ， 

SPF 豚 農場のクリーンな 生産だけでは 不十分で， 

その後の肉豚の 処理，枝肉の 処理，流通過程も 同 

時にクリーンな 取り扱いでなければ ，新鮮な豚肉 

を何日間も保存のきく 新鮮な豚肉として 消費者に 

届けることがむずかしくなる。 SPF 豚の処理，流 

通を取りまく 周辺関係施設の 衛生的取り扱い 技術 

の向上が同時に 重要であ り，関係機関の 一層の協 

力をお願いしたい。 

⑨ 認定農場の拡大は 養豚産業の清浄化に 貢献 

Spp 豚 コマーシャル 農場の設備，防疫管理等は 

一般のコンベンショナル 農場 ( コンベ農場 ) より 

は厳しく規制していることは 当然であ るが，その 

規制の考え方はコンベ 農場においても 日常的に遵 

守すべきことが 多い。 ①養豚場への 車 ，人の出入 

りの制限や規制，②農場内道路の 石灰消毒，③ 養 

豚 関係者との接触は 農場外で，等はコンベ 農場で 

も行い得ることであ ろう。 

一般農場もかなり 防疫，衛生管理の 思想は進ん 

できており，農場入口の 踏込み消毒，農場内専用 

衣服の着替え 等は常識となっているところであ っ 

が，・ SPF 豚 CM 農場が各地に 拡大し施設，防疫 

管理の方法が 広くコンベ農場にも 浸透すると， コ 

ンベ農場の防疫，衛生管理の 向上につながってく 

ると思われる。 SPF 豚 農場の認定制度の 発足は， 

このような影響を 与え養豚産業全体の 衛生水準の 

向上につながると 考えられるのであ る。 

ホクレン生産ピラミッドでは 系統 啄め ハマナス 

  

Wll の SPF 豚を，コンベ 農場の豚の改良にも 役立た 

せようと， SPp 豚のコンベ農場への 導入実験をこ 

こ 2 一 3 年行っている。 その結果，そのノウハウ 

も大分蓄積されてきている。 農場によってはほと 

んど問題なく 導入できる農場があ る反面，別の 農 

場では導入後，その 農場に 馴 馳するに 1 一 2 ； 月 

を 要する農場があ る。 この場合の大きな 差は SPF 

豚を導入するコンベ 農場の各種疾病に 対する汚染 

の度合いと，衛生環境の 違いが大きいようであ 

る。 

いずれにしても SPP 豚 CM 農場に準じた 防疫， 

衛生管理が行い 得る農場であ れば SPF 豚の導入は 

可能であ る。 一度，馴化して 導入すると発病する 

こともなく，通常のコンベ 農場の豚と同様に 飼養 

可能であ る。 このことは，コンベ 農場であ っても， 

SPP 豚を導入し防疫管理を 適正に行うことによ 

って，より清浄な 農場へとレベルアップすること 

の可能性が見えてきたわけであ る。 このような蓄 

積を基盤として ，わが国の養豚産業をより 清浄化 

する努力は，行政が 行うべき重要な 施策ではない 

かと感ずるところであ る。 

食料生産に対し 世界的にも化学合成物質に 極 

力たとらない 生産，家畜疾病の 予防衛生の登底， 

生態的防除等環境保全的生産を 求める力が大きく 

なってきている。 我が国に対する 豚肉の輸出国デ 

ンマークにおいては ， 種豚場 ，増殖農場の 6-7 

割は SPf 豚 とのことであ る。 我が国の SWF 豚の畜 

産的利用の開発は ， 産 主導で進められてきた。 し 

かしこのような 世界の趨勢の 中，国際的な 発想、 

に立つて，産官学の 力を結集して ，我が国の養豚 

の 清浄化に対する 取り組みが必要な 時代ではない 

だろうか。 
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